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茨 城 全 県 版

2 0 2 6  年 （ 令 和  8  年 ）

5 2 6月 日

（ 火 曜 日 ）

三 国 屋 建 設 株 式 会 社

茨 城 県 神 栖 市 奥 野 谷  8 0 8 3 － 1

T E L: 0 2 9 9- 9 6- 5 0 6 8  F A X: 0 2 9 9- 9 6- 5 0 9 8

1 0 0 隻 の 作 業 船 と
　 　 　 　 海 の 職 人 集 団

　
常 陸 那 珂 災 害 防 止 協 会

（ 大 曽 根 文 彦 会 長 ） は

1 8日 、

ひ た ち な か 市 の 勝 田 建 設 会館 で ２ ０ ２ ６ 年 度 通 常 総 会を 開 催 し た 。 総 会 に は 委 任状 を 含 め て

5 3社 が 出 席 。

2 5

年 度 の 事 業 報 告 や

2 6年 度 の

事 業 計 画 な ど を 審 議 し 、 原案 ど お り 可 決 さ れ た 。　
冒 頭 、 大 曽 根 会 長 は 「 協

　
ま た 「 地 域 の 安 心 安 全 な

暮 ら し を 守 る た め 、 災 害 緊急 出 動 体 制 の 確 立 に 向 け てご 協 力 を お 願 い 申 し 上 げる 」 と 呼 び か け た 。　
議 事 で は 、

2 5年 度 の 事 業

報 告 と 収 支 決 算 、

2 6年 度 の

事 業 計 画 と 収 支 予 算 な ど の議 案 を 審 議 し 、 全 て の 議 案が 満 場 一 致 で 可 決 さ れ た 。　

2 6年 度 の 主 な 事 業 と し

て 、 組 織 運 営 の 充 実 と 活 性化 、 港 湾 復 興 へ の 協 力 、 災害 緊 急 出 動 体 制 の 再 確 認 、技 術 お よ び 安 全 講 習 会 の 開催 な ど を 予 定 し て い る 。　
牛 久 市 は 公 共 工 事 発 注 見

通 し を 更 新 し た 。 栄 町 保 育園 （ 神 谷 ３

－ １

－ ４ ） 駐 車

タ ー 、

2 9日 は 久 下 田 コ ミ ュ

ニ テ ィ セ ン タ ー で 実 施 。 い

ず れ も 午 後 ７ 時 か ら 開 始 する 。 居 住 地 域 に 関 わ ら ず 、ど の 日 程 で も 参 加 可 能 。　
新 設 中 学 校 は 、 既 存 の 第

一 中 学 校 を 活 用 し 第 一 中 学校 と 東 中 学 校 を 統 合 す る 予定 。

会 設 立 か ら

3 8年 間 、 重 大 な

災 害 や 事 故 は １ 件 も 発 生 して い な い 。 こ れ も 会 員 の 皆さ ま の ご 協 力 の お か げ 。 皆さ ま に は 従 業 員 に 向 け て 安全 意 識 の 向 上 を 呼 び か け てい た だ き た い 。 協 会 と し ても 無 事 故 無 災 害 を 目 指 し 、働 き か け て い く 」 と あ い さつ 。　
八 千 代 町 は 、 ２ ０ ２ ８ 年

４ 月 の 新 設 中 学 校 開 校 を 目指 し て い る 。 ６ 月 に は 、 これ ま で の 検 討 内 容 に つ い ての 進 捗 状 況 報 告 会 を 開 催 する 予 定 だ 。　
６ 月

2 2日 は 西 豊 田 中 央 研

修 セ ン タ ー 、

2 3日 は 蕗 田 農

村 集 落 セ ン タ ー 、

2 4日 は

中 央 公 民 館 １ 階 大 ホ ー ル 、
2 5日 は 本 田 農 村 集 落 セ ン

　
古 河 市 は 、 ２ ０ ２ ６ 年 度

市 都 市 計 画 基 礎 調 査 業 務 を進 め る 。 業 務 は 国 際 航 業 ㈱水 戸 営 業 所 が 、

2 7年 ２ 月

2 6

日 ま で を 目 途 に ま と め て いく 。 都 市 政 策 の 企 画  ・  立 案 、都 市 計 画 の 運 用 の た め 調 査を 行 い 、 都 市 の 現 況 お よ び動 向 を 把 握 す る 。　
都 市 計 画 法 第 ６ 条 に 基 づ

き 、 概 ね ５ 年 ご と に 実 施 する も の 。 土 地 利 用 現 況 、 建物 現 況 、 都 市 施 設 、 市 街 地整 備 の 状 況 等 を 調 査 す る 。　
業 務 概 要 に つ い て は 、 調

査 区 の 特 性 、 土 地 利 用 分 類別 面 積 、  構 成 比 総 括 調 書 等 、不 適 格 建 物 の 状 況 調 書 等 、都 市 計 画 事 業 進 捗 状 況 調 書等 、 緑 地 現 況 調 書 、 開 発 行為 等 調 査 等 状 況 調 書 等 。場 跡 地 の 土 壌 改 良 工 事 を 追加 。 第 １ 四 半 期 に 指 名 競 争入 札 で 発 注 す る 予 定 だ 。　
工 事 概 要 は 掘 削 ２ ９ ５

㎥ 、 土 砂 運 搬 ３ ６ ９ ㎥ 、 購入 土 ３ ６ ９ ㎥ 、 敷 均 し 転 圧一 式 。 工 事 期 間 は ４ カ 月 で予 算 額 は ８ ７ ０ 万 円 。

造 園 ・ 外 構 工 事 　 土 木 ・ 舗 装 工 事 　 特 定 建 設 業

代 表 取 締 役  福 　 田 　 敦 　 之

茨 城 県 取 手 市 桑 原  5 9 7  番 地

T E L 0 2 9 7 － 7 3 － 2 2 3 1 　 F A X 0 2 9 7 － 7 3 － 2 2 2 0

E- m ail 　 k o u s h o u e n @i a a.it k e e p e r. n e.j p

代 表 取 締 役  飯 　 田 　 俊 　 美

〒 3 0 2 － 0 0 2 7 　 茨 城 県 取 手 市 駒 場  4 － 6 － 5

T E L 0 2 9 7 － 7 3 － 0 5 5 1

F A X 0 2 9 7 － 7 4 － 4 3 5 7

常 盤 造 園 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役  小 　 林 　 伸 　 行

〒 3 0 0 － 2 4 3 6 　 茨 城 県 つ く ば み ら い 市 絹 の 台  2 － 2 － 3

T E L 0 2 9 7 － 3 4 － 1 0 8 8

F A X 0 2 9 7 － 3 4 － 1 0 8 7

株 式 会 社 新 み ら い
安 心 ・ 安 全 ・ 地 域 を 守 る

2 0 2 6 年 度  取 手 地 方 広 域 下 水 道 組 合 優 秀 建 設 業 者 表 彰
　 取 手 地 方 広 域 下 水 道 組 合 は 2 2 日 、 2 0 2 6 年 度 優 秀 建 設 業 者 表 彰 式 を 同 組 合 （ 取 手 市 小 文 間 1 7 3 ） に て 挙 行 し

た 。 こ の 表 彰 は 同 組 合 が 発 注 す る 建 設 工 事 を 適 正 な 施 工 管 理 に よ り 優 秀 な 成 績 を も っ て 完 成 さ せ た 請 負 者

を 表 彰 す る こ と に よ り 、 管 内 建 設 業 者 の 施 工 意 欲 の 向 上 や 技 術 者 の 技 術 力 の 育 成 を 図 り 、 公 共 建 設 工 事 の

品 質 確 保 の 促 進 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。 対 象 は 2 5 年 度 に 完 成 し た 工 事 2 8 件 。 本 年 度 は ㈱ 茨 城 光 松 園 、

常 盤 造 園 建 設 ㈱ 、 ㈱ 新 み ら い の 3 社 （ 3 件 ） が 栄 に 浴 し た 。

安 全 安 心 な 下 水 道 事 業 に 寄 与

　 皆 さ ん こ ん に ち は 。 令 和 8 年 度 取 手 地 方 広 域 下 水

道 組 合 優 秀 建 設 業 者 表 彰 式 の 開 会 に あ た り 、 一 言

ご 挨 拶 を 申 し 上 げ ま す 。 は じ め に 、 本 日 受 賞 さ れ

る 皆 様 に お か れ ま し て は 、 令 和 7 年 度 の 下 水 道 工 事

お い て 、 優 れ た 施 工 技 術 と 適 正 な 施 工 管 理 の も と 、

優 秀 な 成 績 で 工 事 を 完 成 さ れ ま し た 。 こ の 場 を お

借 り し ま し て 、 深 く 感 謝 を 申 し 上 げ ま す と と も に 、

今 後 も 地 域 に 根 付 い た 優 良 企 業 と し て 貢 献 さ れ ま

す こ と を ご 祈 念 申 し 上 げ ま す 。

　 さ て 、 昨 今 の 下 水 道 事 業 に お き ま し て は 、 高 度

経 済 成 長 期 に 建 設 さ れ た 施 設 の 老 朽 化 対 策 が 重 要

課 題 で ご ざ い ま し て 、 昨 年 発 生 し た 埼 玉 県 八 潮 市

に お け る 道 路 陥 没 事 故 も 社 会 問 題 に な り ま し た 。

こ の 事 故 を 受 け ま し て は 、 本 組 合 に お き ま し て も 、

大 規 模 管 路 を 対 象 に 調 査 を 実 施 し 、 道 路 陥 没 に 繋

が る 緊 急 性 の 高 い 異 状 や 空 洞 は 、 確 認 さ れ ま せ ん

で し た が 、 部 分 修 繕 が 必 要 と な る 箇 所 を 確 認 し ま

し た の で 、 順 次 対 策 を 講 じ ま す と と も に 、 施 設 の

予 防 保 全 が 不 可 欠 で あ る こ と を 再 認 識 し た と こ ろ

で ご ざ い ま す 。 今 後 も 安 全  ・  安 心 で 、 安 定 し た 下

水 道 サ ー ビ ス を 提 供 し て ま い る 所 存 で ご ざ い ま す

が 、 地 元 建 設 企 業 の 皆 様 の お 力 添 え な く し て は 、

実 現 す る こ と が で き ま せ ん の で 、 引 き 続 き 、 皆 様

の ご 支 援 を お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 私 か ら の 挨 拶

と さ せ て い た だ き ま す 。 最 後 に な り ま し た が 、 本

日 は 誠 に お め で と う ご ざ い ま す 。

ご あ い さ つ

中 村 　 修

管 理 者

表 彰 要 綱 第 4 条 第 1 項 該 当 （ 3 件 ）

工 事 件 名 6 国 補 第 6 6 － 1 0 9 号 枝 線 工 事 6 国 補 第 6 6 － 1 0 8 号 枝 線 工 事
7 単 独 第 3 6 － 1 0 4 号  

北 部 幹 線 管 路 更 生 工 事

請 負 者
株 式 会 社 茨 城 光 松 園  

代 表 取 締 役 　 福 田 　 敦 之
常 盤 造 園 建 設 株 式 会 社  

代 表 取 締 役 　 飯 田 　 俊 美
株 式 会 社 新 み ら い  

代 表 取 締 役 　 小 林 　 伸 行

現 場 代 理 人 福 田 　 敦 之 高 田 　 楓 真 中 　 裕 之

工 事 場 所
取 手 市 井 野 台 四 丁 目 、  

五 丁 目 、 白 山 五 丁 目 　 地 内
取 手 市 新 取 手 一 丁 目 地 内 取 手 市 井 野 、 井 野 二 丁 目 地 内

請 負 金 額 3 3, 6 0 5, 0 0 0 円 5 9, 6 7 5, 0 0 0 円 2 8, 7 4 3, 0 0 0 円

▶ ㈱ 新 み ら い の 小 林 代 表 取 締 役が 謝 辞 を 献 じ た

▲ ㈱ 茨 城 光 松 園 の
福 田 代 表 取 締 役 　

▲ 常 盤 造 園 建 設 ㈱ の 飯 田 代 表 取
締 役 （ 左 ） と 高 田 氏 （ 右 ）

▲ ㈱ 新 み ら い の 小 林 代 表 取 締 役
（ 左 ） と 真 中 氏 （ 右 ）

　 「 大 藤 博 文 前 支 部 長 は 、1 6年 間 支 部 長 を 務 め て い

か し 「  『 会 員 相 互 の 信 頼 関係 が 県 下 一 番 の 地 方 を 目 指し て ほ し い 』 と い う 大 藤 前支 部 長 の 言 葉 を 胸 に 、 支 部を ま と め て い け る よ う 努 力し た い 」 と 抱 負 を 述 べ た 。
「 そ の た め に も 、 抱 え て い

る 課 題 に 対 し て で き る こ とに 取 り 組 ん で い く 。 伝 統 ある 大 子 支 部 が 一 歩 一 歩 前 へ進 む こ と が で き る よ う 、 支部 運 営 に 取 り 組 ん で い く 」  。　
ま た 、 地 元 か ら 期 待 さ れ

る 建 設 業 を 目 指 し た い と語 っ た 。  「 地 域 の 守 り 手 とし て 、 地 域 住 民 の 安 全 ・ 安心 な 生 活 に 寄 与 す る こ と が我 々 地 元 建 設 業 者 の 責 務 。

た 。 大 藤 前 支 部 長 か ら そ の役 職 を 引 き 継 ぎ 、 改 め て 責任 の 重 さ を 実 感 し て い る 」と 就 任 時 の 気 持 ち を 語 る 。　
県 内 に

1 2カ 所 あ る 支 部 の

中 で 、 最 も 会 員 数 が 少 な く規 模 の 小 さ い 大 子 支 部 。 し

イ ン フ ラ 整 備 や 災 害 発 生 時の 応 急 復 旧 対 応 、 パ ト ロ ール な ど 、 地 元 か ら 期 待 さ れる 業 界 、 企 業 、 支 部 を 目 指し た い 」 と 述 べ た 。　
そ ん な 吉 原 氏 の 趣 味 の 一

つ が 、 バ イ ク で の ツ ー リ ング 。 最 近 は 会 津 方 面 へ 日 帰り で 向 か う こ と が 多 い と 話す 。  「 自 然 が 豊 か な 場 所 を走 る の が 好 き 。 お す す め は長 野 県 の ビ ー ナ ス ラ イ ン と志 賀 草 津 高 原 道 路 。 絶 景 の中 を バ イ ク で 走 る と と て も気 持 ち が い い 」 と 笑 顔 を 見せ て く れ た 。

ニ ュ ー リ ー ダ ー 誕 生ニ ュ ー リ ー ダ ー 誕 生
建 設 業 の 未 来 を 牽 引建 設 業 の 未 来 を 牽 引

ニ ュ ー リ ー ダ ー 誕 生ニ ュ ー リ ー ダ ー 誕 生
建 設 業 の 未 来 を 牽 引建 設 業 の 未 来 を 牽 引地 元 か ら 期 待 さ れ る 建 設 業 に

県 建 設 業 協 会 大 子 支 部  吉
よ し

原
は ら

 則
の り

夫
お

氏
　
５ 月 に 開 催 さ れ た 県 建 設 業 協 会 大 子 支 部 の 定 時 総

会 で 、  吉 原 則 夫 氏 （ 吉 原 建 設 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長 ）が 新 支 部 長 に 就 任 し た 。  「 伝 統 あ る 大 子 支 部 が 一 歩で も 前 進 で き る よ う 努 力 し 、 地 元 か ら 期 待 さ れ る 建設 業 を 目 指 し た い 」 と 語 る 。 新 支 部 長 と し て 支 部 のか じ 取 り を 担 う 吉 原 氏 に 話 を 聞 い た 。会 員 相 互 の 信 頼 を 強 化

－
－

　 ◇
　

－
－

　 ◇
　

－
－

プ ロ フ ィ ー ル

　
１ ９ ５ ６ 年 ５ 月 ３ 日 生 ま

れ の

7 0歳 。 大 子 町 出 身 。 趣

味 は バ イ ク の ほ か に ア ユ 釣り と 話 す 。  「 釣 り 上 げ る とき の 魚 と の 駆 け 引 き が 楽 しい 。  一 番 面 白 い の は 友 釣 り 。秋 田 県 で の ア ユ 釣 り が 印 象に 残 っ て い る 」  。

大 曽 根 会 長

▲ 2 6 年 度 の 事 業 計 画 な ど に つ い て 審 議 し た

通 常 総 会 で 全 議 案 可 決
安 全 意 識 を 呼 び か け

常 陸 那 珂 災 害 防 止 協 会

新 設 中 学 校 の 進 捗

各 地 域 で 状 況 報 告

八 千 代 町

計 画 基 礎 調 査 へ国 際 航 業 が 実 施

栄 町 保 育 園 の駐 車 場 工 追 加

《 古 河 市 》

《 牛 久 市 》


